
７月の月間改革賞

記者提供、完全ペーパーレス化

(広聴広報課 企画報道班)

改善前 改善後

  令和３年度以降、ホームページを利用した記者提

供に切り替えていたものの、依然として、記者提

供資料（紙）11 部を午前中に広聴広報課へ持ち

込む必要があった。

  出先機関は、本庁担当課を通して提出したり、事

前に郵送したりして、手間がかかっていた。

  議員の皆様にホームページで記者提供資料を閲

覧してもらうよう説明し、紙資料提出を不要とし

た。

  各部局の担当者による提出も広報課担当者の確

認作業もデータベース上で完了できるようにな

った。

現在、働き方改革にはDXがともなうことが多

く、ペーパーレス化はその１つです。

そこで、その推進のためにはボトルネックの発

見と解決が重要です。

本事例では実際の運用に着目し、データベース

の改修などを通じて効果の最大化を目指す好

事例です。さらにデジタルリテラシーの向上に

も期待できます。

静岡大学 准教授 牛塲 智 様



７月の月間改革賞

これぞ改革、卓上スキャナー導入

(沼津財務事務所 直税第１課 個人課税班)

改善前 改善後

  個人事業税の課税業務には、納税者が税務署へ

提出した決算書等の収集が欠かせない。

  例年３月～４月末まで税務署内に借用したコピー

機を設置、毎日職員が交代で決算書等を写し取

り、事務所へ持ち帰っていた。持ち帰ってから

も、国税番号順への並び替え作業で時間を要し

ていた。

  卓上スキャナの使用について、税務署と協議し、

コピー機のレンタルを廃止した。

  スキャナとモバイル PCを接続し、決算書等をデ

ータで収集することで、並び替えも自在になっ

た。

本件は作業の電子化によって生産性の向上、コ

スト削減、情報セキュリティリスクの削減を実現

し、働き方改革にも寄与する優良事例です。

今後の業務プロセスの改革に繋がる点でデジタ

ル化の環境を整備したものとしての意義もあり、

他の部署の業務にも広く活用できる手法である

ことも優れています。

静岡産業大学 教授 小泉 祐一郎 様



７月の月間改革賞

ChatGPTを活用して作成したマクロを用いて、

調査集計を自動化

(熱海健康福祉センター 医療健康課 医療健康班)

改善前 改善後

  年１回の給食施設実態調査では、保健所が所管

する地域内の給食施設に、実態調査票を送付し、

回答を取りまとめ・集計し、集計結果を所定様式

で県の所管課に提出している。

  集計結果を所定様式で作成するため、転記作業

を行っており、時間を要していた。

  ChatGPTを活用し、ボタン１つで集計結果が所

定様式に転記されるマクロを作成した。

  県下７箇所いずれの保健所でも使用でき、且つ、

転記されたファイルを年度毎のフォルダに分けて

保存できるようにするため、マクロコードは複雑

化したが、ChatGPTで効率的に作成できた。

  他保健所でも「集計時間が短縮された」、「複雑な

報告様式が自動で作成できた」等、好評であっ

た。

本取組では、効率化の視点で通常業務の見直しを行

い、その改善に向けて、ChatGPT を活用すること

で、高度な専門知識や技術がなくてもマクロを作成

でき、大幅な業務効率化を可能としました。

他保健所でも活用でき、年度が変わっても継続して

使用できるように工夫された点は高く評価されます。

これは何度も努力を重ねられた成果であり、今後の更

なる発展・活用に期待いたします。

静岡県立大学 講師 木村 綾 様


